
完全失業率は前年に比べ低下

労働のようす

転職者数は3年連続で増加。
転職等希望者数は8年ぶりの減少

完全失業率と有効求人倍率（1993年～2024年）

転職者数の推移、転職等希望者数の推移（2014年～2024年）

　完全失業率は、2024年平均で2.5%と、前年に比べ0.1ポイントの低下となりました。
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※ 新規学卒者を除き、パートタイムを含む。

注　：2011年の完全失業率は補完推計値
資料：労働力調査（基本集計）結果、職業安定業務統計結果（厚生労働省）

注　：「転職等希望者」とは、就業者のうち現在の仕事を辞めてほかの仕事に変わりたいと希望している者及び現在の仕事のほかに別の仕事もしたいと希望している者

資料：労働力調査（詳細集計）結果
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　2024年の転職者数は331万人と前年に比べ3万人増加し
ました。2019年に過去最多となった後、新型コロナウイルス
の影響下にあった2020年、2021年は2年連続で減少しました
が、2022年以降は増加に転じています。

　また、転職等希望者数は1000万人と前年に比べ7万人
減少しました。8年ぶりに減少へと転じたものの、前年に引き
続き1000万人以上となっています。
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